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 今年に入り、八千代市内で電話ｄｅ詐欺被害が３月末までに７件の被害が発生しており、前年比＋２

件となっております。 

最近では、銀行員や全国銀行協会を騙る者から電話があり、キャッシュカードをすり替えられてしま

う事案が多く発生しています。 

今回の安全のかけ橋では八千代市内で実際に発生した被害の騙しの手口をご紹介します。 

 

犯人Ａ：「○○銀行○○支店の××（苗字）です。あなたのカードが 

偽造されているかもしれません。」 

犯人Ｂ：「全国銀行協会の××です。偽造されたカードが勝手に使われている可能性が高いです。」 

犯人Ｂ：「偽装され、更に悪用される虞がありますので、後々に古いカードは回収致します。」 

犯人Ｂ：「新しいキャッシュカードに変更する手続きを行いますので、これから近くにいる全国銀行協会の職員

を向かわせます。」 

等と嘘を言い、全国銀行協会の職員になりすました犯人Ｃが、被害者宅に赴き、キャッシュカードを封筒に 

入れさせ、その後目を離した隙に、封筒の中のキャッシュカードと別のカードをすり替え、現金を引き出す。 

※ 暗証番号は電話や訪問時に、手続きに必要等と言葉巧みに聞き出されます 

 
銀行員や、全国銀行協会職員、警察官等が自宅に訪問して、個人

のキャッシュカードを預かり暗証番号を尋ねることは一切ありません。 

詐欺の被害に遭わないためにも、自宅の固定電話機は在宅中でも

常時留守番電話設定にしましょう。 

そのお金 

渡すなおろすな 

振り込むな 
千葉県警察電話ｄｅ詐欺被害防止川柳

ツーロックで自転車盗難を防止！！ 
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